
二
○
○
七

平
成
一
九

年
度

研
究
所
報
告

一

組

織

所

長

兵
藤

一
夫

主

事

廣
瀬

幸
市

二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
〜
九
月
三
〇

日
）

松
川

節

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
日
〜
二
〇
〇
八

年
三
月
三
一
日
）

委

員

草
野

顕
之
（
文
学
部
長
）

藤
坂

初
裕
（
事
務
局
長
）

R
o
b
ert F

.
R
h
o
d
es

（
大
学
院
文
学
研
究
科
長
）

藤
本

芳
則
（
短
期
大
学
部
長
）

佐
賀
枝
夏
文
（
学
生
部
長
）

水
島

見
一
（
入
学
セ
ン
タ
ー
長
）

兵
藤

一
夫
（
真
宗
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
長
）

一
色

順
心
（
教
授
・
仏
教
学
）

乾

源
俊
（
教
授
・
中
国
文
学
）

田
辺

繁
治
（
教
授
・
社
会
人
類
学
）

浅
見
直
一
郎
（
准
教
授
・
東
洋
史
学
）

一
楽

真
（
准
教
授
・
真
宗
学
）

二

研
究
組
織

〔
特
別
指
定
研
究
〕

大
谷
大
学
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
記
念
特
別
指
定
研
究

研

究

課

題

親
鸞
像
の
再
構
築

研

究

員

安
冨

信
哉
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
真
宗
学
）

門
脇

健
（
教
授
・
宗
教
学
）

木
越

康
（
准
教
授
・
真
宗
学
）

山
野

俊
郎
（
准
教
授
・
仏
教
学
）

東
舘

紹
見
（
講
師
・
日
本
仏
教
史
学
）

山
田

恵
文
（
講
師
・
真
宗
学
）

嘱
託
研
究
員

平

雅
行
（
大
阪
大
学
教
授
）

小
山

正
文
（
同
朋
大
学
非
常
勤
講
師
・
安
城
市
本
證

寺
住
職
）

研
究
補
助
員

松
金

直
美
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

玉
光

真
人
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

〔
指
定
研
究
〕

大
学
史
研
究

研

究

課

題

大
学
史
関
係
資
料
の
収
集
・
公
開
・
研
究

研

究

員

織
田

顕
祐
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
仏
教
学
）

加
来

雄
之
（
准
教
授
・
真
宗
学
）

東
舘

紹
見
（
講
師
・
日
本
仏
教
史
学
）

嘱
託
研
究
員

伊
東

恵
深
（
本
学
非
常
勤
講
師
）



西
本

祐

（
短
期
大
学
部
助
教
）

研
究
補
助
員

藤
間

哲
祐
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

小
野

賢
明
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

大
畑

博
嗣
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

国
際
仏
教
研
究

研

究

課

題

諸
外
国
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
動
向
の
把
握
と
必
要

資
料
の
整
理
・
収
集
・
公
開

研

究

員

宮
下

晴
輝
（
チ
ー
フ
・
キ
ャ
ッ
プ
・
教
授
・
仏
教
学
）

門
脇

健
（
キ
ャ
ッ
プ
・
教
授
・
宗
教
学
）

桂
華

淳
祥
（
キ
ャ
ッ
プ
・
教
授
・
東
洋
史
学

田
辺

繁
治
（
教
授
・
社
会
人
類
学
）

D
id
ier W

eseter

教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス

文
化

番
場

寛
（
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

木
越

康
（
准
教
授
・
真
宗
学
）

松
川

節
（
准
教
授
・
東
洋
史
学
）

村
山

保
史
（
准
教
授
・
西
洋
哲
学
）

李

青
（
准
教
授
・
東
北
淪
陥
期
文
学
・
中
国
語
）

阿
部

利
洋
（
講
師
・
社
会
学
）

井
上

尚
実
（
キ
ャ
ッ
プ
・
講
師
・
真
宗
学
）

藤
枝

真
（
講
師
・
哲
学
・
宗
教
学
）

箕
浦

暁
雄
（
講
師
・
仏
教
学
）

嘱
託
研
究
員

羽
田

信
生
（
毎
田
周
一
セ
ン
タ
ー
所
長
）

M
ich
a
el P

y
e

（
本
学
客
員
教
授
・
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大

学
名
誉
教
授

M
a
rk L

.B
lu
m

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
助
教
授
）

P
a
u
l W

a
tt

（
デ
ポ
ー
大
学
教
授
）

研
究
補
助
員

山
本

琢
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

宮
本

浩
尊
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

M
ich
a
el J.

C
o
n
w
a
y

（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

村
田

知
子
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

西
蔵
文
献
研
究

研

究

課

題

チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

研

究

員

福
田

洋
一
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
仏
教
学
）

小
谷
信
千
代
（
教
授
・
仏
教
学
）

白
館

戒
雲
（
教
授
・
仏
教
学
）

三
宅
伸
一
郎
（
講
師
・
チ
ベ
ッ
ト
学
）

嘱
託
研
究
員

S
tev

en
 
H
a
rtw

ell

（
マ
ル
チ
ス
ク
リ
プ
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
社
）

野
村
正
次
郎
（
広
島
修
道
大
学
非
常
勤
講
師
）

清
水

洋
平
（
本
学
非
常
勤
講
師

ダ
シ
ュ

シ
ョ
バ

ラ
ニ
（
本
学
特
別
研
究
員
）

櫻
井

智
浩
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
補
助
員

松
下

俊
英
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

太
田

蕗
子
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
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真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
研
究

研

究

課

題

真
宗
本
廟（
東
本
願
寺
）造
営
史
料
の
研
究
並
び
に

真

宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史

（
仮
称
）
の
編
纂

研

究

員

木
場

明
志
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
国
史
学
）

平
野

寿
則
（
講
師
・
日
本
近
世
史
・
仏
教
史
）

嘱
託
研
究
員

伊
藤

延
男
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
名
誉
教
授
）

川
上

貢
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
京
都
市
埋
蔵
文

化
財
研
究
所
長
）

永
井

規
男
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）

山
岸

常
人
（
京
都
大
学
大
学
院
助
教
授
）

安
藤

弥
（
同
朋
大
学
講
師
）

川
端

泰
幸
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

江
上

琢
成
（
元
種
智
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

登
谷

伸
宏
（
京
都
大
学
博
士
課
程
修
了
）

研
究
補
助
員

大
谷
め
ぐ
み
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

工
藤

克
洋
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

〔
一
般
研
究
／
共
同
研
究
〕

研

究

課

題

仏
教
と
教
育
の
関
係
性
に
関
す
る
哲
学
的
・
臨
床
的
研

究
｜

心
の
教
育

の
所
在
を
探
る
｜

研

究

員

皇

紀
夫
（
教
授
・
臨
床
教
育
学
）

門
脇

健
（
教
授
・
宗
教
学
）

関
口

敏
美
（
准
教
授
・
教
育
学
）

山
内

清
郎
（
講
師
・
教
育
人
間
学
・
臨
床
教
育
学
）

研

究

課

題

新
発
見
の
安
慧

倶
舎
論
実
義
疏

梵
文
写
本
の
研
究

研

究

員

小
谷
信
千
代
（
教
授
・
仏
教
学
）

箕
浦

暁
雄
（
講
師
・
仏
教
学
）

協
同
研
究
員

松
田

和
信
（
佛
教
大
学
教
授
）

福
田

琢
（
同
朋
大
学
准
教
授
）

本
庄

良
文
（
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師

研
究
協
力
員

都

真
雄
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

相
良

大
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

研

究

課

題

本
願
所
寺
院
組
織
の
確
立
と
信
仰
文
化
の
形
成
・
伝
播

に
関
す
る
歴
民
俗
的
研
究

研

究

員

豊
島

修
（
教
授
・
日
本
近
世
庶
民
生
活
文
化
史
・

日
本
宗
教
民
俗
学
）

平
野

寿
則
（
講
師
・
日
本
近
世
史
・
仏
教
史
）

協
同
研
究
員

鈴
木

昭
英
（
元
長
岡
市
立
科
学
博
物
館
長
）

根
井

浄
（
龍
谷
大
学
特
任
教
授
）

山
本

殖
生
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
長
）

加
藤

基
樹
（
本
学
任
期
制
助
教
）

研

究

課

題

東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
お
け
る
生
成
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ

研

究

員

田
辺

繁
治
（
教
授
・
社
会
人
類
学
）

高
井

康
弘
（
教
授
・
社
会
学
・
文
化
人
類
学
）

阿
部

利
洋
（
講
師
・
社
会
学
）
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協
同
研
究
員

松
田

素
二
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

藤
田

直
子
（
元
本
学
任
期
制
助
手
）

研
究
協
力
員

矢
野

博
之
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

堀
井

愛
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

古
谷

伸
子
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

研

究

課

題

聴
覚
障
害
者
へ
の
地
域
生
活
支
援
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
研
究

研

究

員

志
藤

修
史
（
講
師
・
社
会
福
祉
学
）

安
井

喜
行
（
教
授
・
社
会
福
祉
学
）

研

究

課

題

平
安
時
代
寺
院
聖
教
と
古
記
録
の
研
究

研

究

員

佐
々
木
令
信
（
教
授
・
日
本
仏
教
史
学
）

宮

健
司
（
教
授
・
日
本
古
代
史
）

東
舘

紹
見
（
講
師
・
日
本
仏
教
史
学
）

協
同
研
究
員

頼
富

本
弘
（
種
智
院
大
学
長
・
教
授
）

赤
尾

栄
慶
（
京
都
国
立
博
物
館
企
画
室
長
）

杉
本

理
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

堅
田

理
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

〔
一
般
研
究
／
個
人
研
究
〕

研

究

課

題

浄
土
論
註

研
究
｜
親
鸞
の
視
点
よ
り
｜

研

究

員

延
塚

知
道
（
教
授
・
真
宗
学
）

研

究

課

題

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
の
精
神
分
析
理
論
に
よ
る
演
劇
の

分
析
の
意
義
と
可
能
性

研

究

員

番
場

寛
（
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

三

指
定
研
究
の
動
向

大
谷
大
学
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
記
念
特
別
指
定
研
究

本
研
究
は
、
二
〇
一
一
年
に
迎
え
る
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
に

向
け
て
、
過
去
五
〇
年
間
に
わ
た
る
親
鸞
研
究
の
動
向
を
整
理
・
検
証

し
、
こ
れ
か
ら
の
親
鸞
研
究
に
新
た
な
展
望
を
開
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

現
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
親
鸞
像
を
描
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
、
本
研
究
班
の
主
要
課
題
で
あ
る
が
、
従
来
よ
り

ａ

史

的
な
親
鸞
像
の
再
検
討

の
研
究
課
題
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
継

続
的
に
公
開
研
究
会
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
本
年
度
は
そ
れ
に
加
え
て

ｂ

思
想
教
学
の
検
証

ｃ

現
代
に
お
け
る
親
鸞
思
想
と
の
出
会

い

の
研
究
推
進
も
視
野
に
入
れ
て
、
三
人
の
講
師
を
招
聘
し
、
の
べ

四
回
の
公
開
研
究
会
を
行
っ
た
。

一
、
公
開
研
究
会
の
梗
概

・
第
七
回
公
開
研
究
会：

こ
の
時
代
に

本
願
を
聞
く

と
い
う
こ

と
｜
何
を

え
る
べ
き
か
｜
（
本
多
弘
之
・
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
所
長
）

本
報
告
で
は
、
現
代
に
お
い
て
親
鸞
の
教
え
を
主
体
的
に
、
ま
た
持

続
的
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
一
体
何
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
提
言
を
さ
れ
た
。
ま
ず
、
曇
鸞
が

浄
土

論
註

に
お
い
て
五
難
を
あ
げ
た
こ
と
に
準
え
て
、
現
代
の
五
濁
と
し
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て
科
学
文
明
、
経
済
社
会
（
資
本
主
義
）、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
都
市
化
、

世
俗
化
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
問
題
点
を
指

摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
社
会
的
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

現
代
の
人
々
に
本
願
の
教
え
を
語
る
た
め
の
接
木
と
し
て
、
清
水
博
氏

の

場

と
い
う
概
念
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
浄
土
を

場

と
い
う
概

念
に
よ
っ
て
読
み
直
し
て
い
く
可
能
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
ま
た
、

排
除
の
問
題
や
、
人
間
の
理
性
を
中
心
と
す
る
自
力
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
親
鸞
の
教
え
に
立
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

克
服
し
う
る
か
を

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
提
言
を
さ

れ
た
。

・
第
八
回
公
開
研
究
会：

親
鸞
伝
研
究
の
諸
問
題

（
草
野
顕
之
・
本

学
教
授
）

前
回
の
御
遠
忌
（
一
九
六
一
年
）
に
出
版
さ
れ
た
赤
松
俊
秀
の

親

鸞

は
、

親
鸞
伝
絵

を
骨
格
と
し
た
、
厳
密
な
史
料
批
判
に
基
づ
い

た
実
証
的
研
究
と
し
て
評
価
す
る
事
が
で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
親

鸞
の
民
衆
性
と
い
う
面
を
十
分
に
描
き
き
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

本
報
告
で
は
赤
松
氏
の
研
究
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
伝
承
史
料
を
史

料
批
判
し
た
上
で
用
い
る
事
で
、
史
実
と
し
て
認
定
で
き
る
も
の
を
見

出
す
方
法
を

え
る
必
要
性
が
提
議
さ
れ
た
。
今
後
の
親
鸞
伝
研
究
に

お
い
て
、

語
ら
れ
た
親
鸞
像

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
共
に
、
重
要

な
研
究
視
点
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

・
第
九
回
公
開
研
究
会：

親
鸞
の
越
後
配
流
と
承
元
の
奏
状
｜

教
行

信
証

後
序
を
め
ぐ
っ
て
｜

（
平
雅
行
・
嘱
託
研
究
員
（
大
阪
大
学
教

授
））

本
報
告
で
は
、
密
通
事
件
を
媒
介
と
す
る
思
想
弾
圧
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
建
永
の
法
難
か
ら
、
越
後
で
の
流
罪
中
に
か
け
て
の
親
鸞
に
つ
い

て
、
再
検
討
が
な
さ
れ
た
。

教
行
信
証

後
序
は
、
赦
免
以
前
の
承
元

五
年
に
、
岡
崎
中
納
言
範
光
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
朝
廷
へ
提
出
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る

承
元
の
奏
状

で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
親
鸞
は
流
罪
中
、

自
ら
の
預
か
り
人
と
な
っ
た
在
庁
官
人
の
三
善
為
則
の
娘
で
あ
る
恵
信

尼
と
結
婚
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
奏
状
提
出
を
可
能
に
し
た
と
結
論
づ

け
た
。
史
料
的
制
約
の
大
き
い
当
該
期
に
つ
い
て
、

教
行
信
証

後
序

を
は
じ
め
と
す
る
既
存
史
料
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
中
世
社
会
に
お
け

る
一
般
的
な
流
罪
制
度
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
事
例
を
提
示
し
な
が
ら

検
討
す
る
と
い
う
、
緻
密
な
実
証
研
究
に
基
づ
い
て
、
斬
新
な
見
解
が

示
さ
れ
た
。

・
第
一
〇
回
公
開
研
究
会：

こ
の
時
代
に

本
願
を
聞
く

と
い
う
こ

と
｜
何
を

え
る
べ
き
か
｜
（
本
多
弘
之
・
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
所
長
）

本
報
告
で
は
親
鸞
像
の
再
構
築
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
二
つ
の
問
題

に
つ
い
て
提
言
を
さ
れ
た
。
第
一
に
、
今
日
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

と
い
う
言
葉
を
挙
げ
て
、
そ
の
内
容
を
仏

教
の
視
点
か
ら
確
か
め
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
た
。
特
に

清
沢
満
之
の

生
死
以
外
に
霊
存
す
る

と
い
う
言
葉
を
も
と
に

霊

（
霊
性
、
霊
存
）
の
問
題
を
積
極
的
に

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
提
言
を
さ
れ
た
。
第
二
に
、

教
行
信
証

後
序
の

名
之
字

が

何
を
指
す
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

善
信

は
比
叡
山
時

代
か
ら
通
用
し
て
い
た
房
号
で
あ
る
と
し
、
天
親
・
曇
鸞
の
思
想
を
う

け
た
二
種
回
向
の
教
学
に
よ
っ
て

教
行
信
証

は
成
り
立
っ
て
い
る
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こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、

名
之
字

と
は

親
鸞

を
指
し
て
い
る
と
の

所
見
を
述
べ
ら
れ
た
。質
疑
応
答
で
は
第
二
の
提
言
に
つ
い
て
、
善
信

が
房
号
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
、
ま
た

歎
異
抄

の

流
罪
以
後
愚
禿

釈
親
鸞
令
書
給
也

の
解
釈
や
、

七
箇
条
制
誡

の
署
名
に
関
し
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

各
研
究
会
と
も
、
親
鸞
研
究
を
今
後
推
進
し
て
い
く
上
で
、
貴
重
な

視
点
を
提
示
し
て
頂
い
た
。
ま
た
参
加
し
た
研
究
員
や
研
究
員
以
外
の

先
生
方
か
ら
活
発
な
質
疑
が
な
さ
れ
、
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
公
開
研
究
会
の
成
果

を
、
シ
リ
ー
ズ

親
鸞
像
の
再
構
築

と
し
て
順
次
発
刊
し
て
い
く
。

二
、
文
献
目
録
の
作
成
に
つ
い
て

本
研
究
班
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る

ｄ

文
献
目
録
の
作
成

は
、
前
回
の
御
遠
忌
以
降
の
五
〇
年
間
（
一
九
六
一
〜
二
〇
一
一
）
に

わ
た
る
親
鸞
研
究
の
各
部
門
に
お
け
る
研
究
史
を
回
顧
し
、
資
料
と
し

て
活
用
で
き
る
文
献
目
録
を
作
成
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

文
献
目
録
の
作
成
方
針
と
そ
の
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告

を
行
っ
て
い
る
が
（

真
宗
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
四
号
（
二
〇
〇
七

年
三
月
発
行
））、
本
年
度
も
文
献
目
録
作
成
に
向
け
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
す
る
た
め
に
、
作
業
方
針
に
則
っ
て
デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
た
。

本
年
度
は
特
に

仏
教
書
総
目
録

に
基
づ
い
て
、
一
九
八
三
年
、
一

九
八
四
年
分
の
日
本
語
文
献
の
単
行
本
に
つ
い
て
の
入
力
を
終
え
た
。

大
学
史
研
究

【
清
沢
満
之
研
究
】

①

清
沢
満
之
全
集

未
収
録
文
献
の
翻
刻
作
業
に
つ
い
て

本
年
度
も
引
き
続
き
、

清
沢
満
之
全
集

未
収
録
文
献
の
翻
刻
作
業

を
行
い
、
欧
文
文
献
・
フ
ィ
ル
ム
の
翻
刻
作
業
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
目
標
と
し
て
い
た
、
清
沢
満
之
の
未
公
開
の
自
筆
資
料
の
和
洋
混

交
資
料
の
翻
刻
作
業
を
完
了
し
た
。

②
清
沢
満
之

臘
扇
記

の
出
版
企
画
へ
の
協
力

清
沢
満
之
記
念
会
の
清
沢
満
之

臘
扇
記

の
出
版
企
画
（
影
印
版

臘
扇
記

と
注
釈
版

臘
扇
記

の
出
版
）
へ
の
協
力
と
し
て
、
本

研
究
班
が
担
当
す
る

臘
扇
記

注
釈

の
出
版
準
備
作
業
を
行
っ
た
。

当
初
は
、
本
年
度
中
の
刊
行
を
予
定
と
し
て
い
た
が
、
注
釈
の
内
容
の

増
加
、
及
び
注
や
付
録
の
さ
ら
な
る
充
実
化
な
ど
が
影
響
し
、
編
集
作

業
が
延
び
、
そ
の
結
果
本
年
度
中
の
刊
行
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
で
き
る
だ
け
早
期
の
刊
行
を
目
指
し
、
作
業
を
継
続
す
る
。

二
〇
〇
八
年
一
月
一
二
日
・
一
三
日
に
、
愛
知
県
碧
南
市
西
方
寺
、
愛

知
県
碧
南
市
清
沢
満
之
記
念
館
に
お
け
る
資
料
調
査
を
行
っ
た
。
西
方

寺
本
堂
の
調
査
、
西
方
寺
所
蔵
の
清
沢
満
之
・
西
方
寺
関
係
資
料
を
も

と
に

臘
扇
記

に
出
る
寺
院
・
人
物
・
地
名
・
書
籍
・
引
用
文
出
典
・

当
該
時
期
に
お
け
る
西
方
寺
境
内
の
建
物
の
配
置
等
の
調
査
を
行
う
。

ま
た
、
西
方
寺
に
お
け
る
仏
事
・
報
恩
講
の
式
次
第
等
に
つ
い
て
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
。

【
佐
々
木
月
樵
研
究
】

既
に
作
成
済
み
で
あ
る
文
献
目
録
を
基
礎
と
し
て
、
佐
々
木
月
樵
に

関
す
る
文
献
の
収
集
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
た
。

【
大
学
史
研
究
関
係
資
史
料
の
保
存
】
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当
研
究
班
の
前
進
で
あ
る
真
宗
学
事
史
研
究
・
大
学
史
編
纂
研
究
に

お
い
て
収
集
さ
れ
た
資
史
料
の
整
理
と
保
存
を
前
年
度
か
ら
継
続
し
て

作
業
を
進
め
て
い
る
。
現
在
進
め
て
い
る
作
業
と
し
て
、
①
学
寮
・
真

宗
大
学
・
真
宗
大
谷
大
学
・
新
制
大
谷
大
学
時
代
の
史
料
九
〇
〇
〇
点

余
り
（
フ
ァ
イ
ル
冊
数
全
二
三
九
冊
）
の
長
期
保
存
に
向
け
た
保
管
作

業
。
②
写
真
史
料
の
保
管
作
業
の
二
つ
の
作
業
を
主
に
行
っ
て
い
る
。

一
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
作
業
は
、
大
学
史
研
究
所
蔵
史
料
と
し
て
大
学

行
政
史
料
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
史
料
群
（
通
称

黒
フ
ァ
イ
ル

）

の
長
期
保
存
に
向
け
た
作
業
で
あ
る
。
前
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
行
っ

て
い
る
作
業
と
し
て
、
錆
に
よ
る
史
料
の
劣
化
の
進
行
を
止
め
る
た
め

に
史
料
に
付
い
て
い
る
ク
リ
ッ
プ
や
ホ
ッ
チ
キ
ス
、
ピ
ン
、
セ
ロ
フ
ァ

ン
テ
ー
プ
な
ど
の
留
め
具
を
取
り
除
く
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
史
料
群
は
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
ら
れ
、
縦
置
き
に
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、
中
性
紙
封
筒
へ
の
移
管
を
行
い
、
横
向
き
に

保
存
す
る
措
置
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、
史
料
と
既
成
の

デ
ー
タ
と
の
照
合
・
再
調
査
を
行
い
、
史
料
情
報
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。
現
在
、
こ
の
作
業
は
、
黒
フ
ァ
イ
ル
二
三
九
冊
の
う
ち
、
一
二
七

冊
ま
で
終
了
し
て
お
り
、
来
年
度
も
引
き
続
き
中
性
紙
封
筒
へ
の
移
管

と
再
調
査
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
二
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
作
業

と
し
て
、
大
学
史
研
究
が
所
蔵
し
て
い
る
大
学
の
写
真
史
料
の
保
管
作

業
が
あ
る
。
こ
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
七
五
点
の
写
真
史
料

を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
閲
覧
・
公
開
の
準
備
が
整
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
小
型
の
写
真
史
料
に
関
し
て
は
未
だ
に
十
分
な
処
置
が
施
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
閲
覧
請
求
や
公
開
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
。
来
年
度
以
降
、
早
急
に
小
型
写
真
の
整
理
・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
行
う
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

【
近
世
学
事
・
学
寮
史
研
究
】

本
研
究
班
の
重
要
な
研
究
課
題
と
し
て
、
近
世
に
お
け
る
学
事
の
進

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

学
寮

に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
と
歴

史
的
意
義
を

究
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
本
年
度
は
、
具

体
的
な
研
究
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
研
究
班
全

体
に
お
い
て
近
世
学
寮
勉
強
会
を
行
い
、

大
谷
派
学
事
史

の
輪
読
が

行
わ
れ
た
。
本
研
究
班
に
お
い
て
既
に
作
成
済
み
で
あ
る

真
宗
学
事

史
年
表

を
参

に
し
つ
つ
、

大
谷
派
学
事
史

を
読
み
進
め
、
学
寮

の
歴
史
を
紐
解
き
、
そ
の
実
態
と
歴
史
的
意
義
を
尋
ね
る
こ
と
に
努
め

た
。
本
年
度
中
に
、
研
究
班
全
体
に
お
け
る

大
谷
派
学
事
史

の
輪

読
を
終
え
、
班
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、

大
谷
派
学
事
史

よ
り
具
体
的
な
課

題
を
持
ち
、
今
後
の
研
究
課
題
を
発
表
し
合
っ
た
。
ま
た
二
〇
〇
七
年

七
月
二
一
日
に
、
福
岡
県
太
宰
府
市
観
世
音
寺
に
お
け
る
資
料
調
査
を

行
っ
た
。

【
他
大
学
・
研
究
機
関
と
の
交
流
】

本
年
度
も
他
大
学
と
の
交
流
と
し
て
、全
国
大
学
史
資
料
協
議
会（
西

日
本
部
会
及
び
全
国
大
会
）
主
催
の
各
種
研
究
会
に
積
極
的
に
参
加
し

た
。
他
大
学
の
大
学
史
資
料
室
や
博
物
館
を
見
学
し
、
ま
た
他
大
学
の

大
学
史
担
当
者
と

大
学
史

の
あ
り
方
や
、
史
資
料
の
収
集
・
保
存
、

年
史
編
纂
事
業
な
ど
積
極
的
に
意
見
交
換
し
た
。
本
年
度
は
特
に
、
自

校
史
教
育
の
あ
り
方
が
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

積
極
的
に
意
見
交
換
さ
れ
た
。
学
生
の
み
な
ら
ず
教
職
員
も
含
め
た
全
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学
に
お
い
て
自
校
史
教
育
が
徹
底
さ
れ
確
立
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
学

校
の
建
学
の
精
神
が
常
に
再
確
認
さ
れ
、
全
学
に
浸
透
す
る
こ
と
で
あ

り
、
非
常
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
。
本
学
に
お
い
て
も
、
非
常
に
参

と
す
べ
き
意
見
交
換
が
な
さ
れ
有
意
義
な
交
流
と
な
っ
た
。

国
際
仏
教
研
究

英
語
班

一
、
国
際
真
宗
学
会
大
会

二
〇
〇
七
年
八
月
三
日
（
金
）
〜
五
日
（
日
）、
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ

ー
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
一
三
回
国
際
真
宗
学
会
大
会
に
当
研
究
班
を

中
心
と
し
た
パ
ネ
ル
を
組
ん
で
参
加
し
た
。
木
越
康
研
究
員
、
井
上
尚

実
研
究
員
、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
研
究
補
助
員
に
加
え
て
、
真
宗

学
科
の
加
来
雄
之
准
教
授
・
一
楽
真
准
教
授
を
招
聘
し
て
準
備
を
進
め
、

“T
ra
n
scen

d
in
g D

u
a
lism

:
N
eith

er M
o
n
a
stic n

o
r S

ecu
la
r a
s

 
a W

a
y th

ro
u
g
h th

e T
ro
u
b
led W

o
rld
”

（
二
項
対
立
を
超
え
て：

混
迷
す
る
世
界
を
渡
る
方
途
と
し
て
の

非
僧
非
俗

）
と
題
し
て
、
教

学
的
・
歴
史
的
観
点
か
ら
、
親
鸞
の

非
僧
非
俗

と
い
う
表
現
に
込

め
ら
れ
た
思
想
の
現
代
的
意
義
を
解
明
す
る
発
表
も
お
こ
な
っ
た
。
会

場
の
聴
衆
と
の
質
疑
応
答
も
約
二
〇
分
に
渡
り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。
前
回
二
〇
〇
五
年
に
武
蔵
野
大
学
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
続

い
て
今
回
も
大
谷
大
学
パ
ネ
ル
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
国

際
真
宗
学
会
の
学
問
的
活
性
化
に
貢
献
す
る
意
味
で
も
有
意
義
で
あ
っ

た
。
こ
の
パ
ネ
ル
で
発
表
さ
れ
た
論
文
は
二
〇
〇
八
年
に
発
行
さ
れ
る

学
会
誌T

h
e P

u
re L

an
d

（N
ew
 
S
eries N

o
.24

）
に
ま
と
め
て
掲

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
次
回
の
大
会
は
二
〇
〇
九
年
六
月
に

龍
谷
大
学
で
開
催
さ
れ
る
。

二
、
ア
メ
リ
カ
宗
教
学
会
大
会

一
一
月
一
七
日
（
土
）
〜
二
〇
日
（
火
）
の
四
日
間
、
米
国
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
宗
教
学
会

A
m
erica

n A
ca
d
em
y o

f R
elig

io
n

の
二
〇
〇
七
年
大
会
に
井
上
尚

実
研
究
員
が
参
加
し
、
日
本
宗
教
部
会
の
パ
ネ
ルN

ew
 
W
a
y
 
o
f

 
T
h
in
k
in
g a

b
o
u
t S
h
in
b
u
tsu B

u
n
ri

D
i
eren

cia
tio
n o

f K
a
m
i

 
a
n
d
 
B
u
d
d
h
ist D

eities
 
a
n
d
 
P
ra
ctices

in
 
Ja
p
a
n

に
お
い
て

“S
h
in
b
u
tsu
 
B
u
n
ri a

s a
 
R
a
d
ica
l D

isem
b
ed
d
in
g
 
o
f L

o
ca
l

 
R
elig

io
n
:T
h
e C

a
se o

f O
n
o V

illa
g
e in th

e N
o
rth
ern In

a
”

と

題
し
た
研
究
発
表
を
行
い
、
海
外
の
仏
教
研
究
者
と
交
流
し
た
。
次
回

二
〇
〇
八
年
の
年
次
大
会
は
一
一
月
に
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
る
。A

A
R

の
大
会
は
、
国
際
仏
教
学
会
（IA

B
S

）
の
大
会
と
と
も
に
欧
米
の
仏
教

学
研
究
者
が
集
ま
る
重
要
な
国
際
学
会
な
の
で
、
研
究
の
動
向
の
把
握

と
交
流
の
た
め
に
、
今
後
も
英
語
班
か
ら
代
表
を
送
る
こ
と
を
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

三
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
国
際
会
議

二
〇
〇
八
年
九
月
二
〇
日
（
土
）
〜
二
三
日
（
火
）
ま
で
、
南
イ
タ

リ
ア
の
レ
ッ
チ
ェ
市
サ
レ
ン
ト
大
学
に
お
い
て
第
一
二
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

日
本
研
究
協
会
国
際
仏
教
会
議
（In

tern
a
tio
n
a
l C

o
n
ferren

ce
 
o
f

 
th
e E

u
ro
p
ea
n fo

r Ja
p
a
n
ese S

tu
d
ies

）
が
開
催
さ
れ
る
。
前
回
二

〇
〇
七
年
の
ウ
ィ
ー
ン
大
会
に
つ
づ
い
て
近
代
真
宗
に
関
す
る
大
谷
大

学
パ
ネ
ル
発
表
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
準
備
を
進
め
た
。
今
回
の

2007年度研究所報告



宗
教
・
思
想
史
部
会
の
全
体
テ
ー
マ
はR

elig
io
n
 
a
s
 
D
isco

u
rse:

P
erfo

rm
a
n
se
 
a
n
d
 
P
erfo

rm
a
tiv
ity
 
in
 
E
sta
b
lish

in
g
 
a
n
d

 
C
o
n
testin

g
 
A
u
th
o
rity

（
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
と
し
て
の
宗
教：

権
威
の

確
立
と
権
威
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

遂
行
性
）
で
あ
り
、
英
語
班
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、“W

h
ere H

a
v
e

 
A
ll th

e
 
P
u
re
 
L
a
n
d
s G

o
n
e?:

ch
a
llen

g
in
g
 
a
n
d
 
D
ev
elo
p
in
g

 
D
o
ctrin

a
l A

u
th
o
rity in M

o
d
ern S

h
in B

u
d
d
h
ism

”

（
浄
土
は
何

処
へ
い
っ
た
の
か
？：
近
代
真
宗
に
お
け
る
教
学
的
権
威
へ
の
挑
戦
と

そ
の
発
展
）
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
近
代
教
学
に
お
け
る

浄
土

理
解

の
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
論
文
発
表
三
本
と
そ
れ
へ
の
応
答
か
ら
パ
ネ

ル
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
定
期
的
に
英
語
班
研
究
会
を
開
い
て

各
発
表
の
準
備
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
内
容
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね

た
。

四
、
近
代
教
学
の
英
訳
論
文
集

A
n A

n
th
o
lo
g
y o

f M
o
d
ern S

h
in

 
B
u
d
d
h
ist W

ritin
g
s

出
版
に
関
し
て

前
年
度
に
引
き
続
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
のM

a
rk
 
L
.

B
lu
m

教
授
（
当
班
嘱
託
研
究
員
）
を
お
招
き
し
て
出
版
に
向
け
た
編

集
・
校
正
の
最
終
作
業
を
進
め
た
。
年
度
末
の
春
休
み
に
研
究
所
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
集
中
的
に
作
業
を
行
な
い
、
二
〇
〇
八
年
度
中
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
出
版
（S

U
N
Y

）
か
ら
出
版
で
き
る
目
処
が
つ

い
た
。
今
回
、
大
谷
派
の
近
代
教
学
を
代
表
す
る
清
沢
満
之
・
曽
我
量

深
・
金
子
大
栄
・
安
田
理
深
の
主
な
論
文
を
集
め
た
英
訳
が
出
版
さ
れ

る
の
に
合
わ
せ
て
、
海
外
の
研
究
者
を
招
い
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

大
谷
大
学
で
開
催
す
べ
く
、
英
語
班
と
し
て
そ
の
企
画
に
入
っ
た
。

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
班

一
、
二
〇
〇
六
年
に
行
わ
れ
た

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
・
フ
ラ

ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
（E

P
H
E

）
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

宗
教
と
近
代

合
理
的
精
神

日
仏
文
化
の
比
較
を
と
お
し
て

を
う
け
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
や
コ
メ
ン
ト
を
編
集
し
て
出
版
す
る
べ
く
、
執
筆

編
集
作
業
を
行
っ
た
。

二
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
神
学
部
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
コ
ル
シ
ュ
教
授

の
著
書

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー

の
翻
訳
作
業
を
進
め
て
い
る
。
翻

訳
終
了
次
第
、
出
版
と
い
う
形
で
の
公
表
を
計
画
し
て
い
る
。

三
、E

P
H
E

（
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
）C

N
R
S

（
フ
ラ
ン
ス
国

立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
レ
ー

ム
教
授
（E

P
H
E

）
と
二
〇
〇
九
年
五
月
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

の
打
合
せ
を
し
た
（
井
上
尚
実
研
究
員：

三
月
一
三
日
）。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
の
候
補
と
し
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
宗
教

、

宗
教
の
分
野
に
お
け
る
公
共
政
策

と

市

民
宗
教
の
問
題

、

異
文
化
多
国
籍
の
人
々
の
共
存
（
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
）
と
政
府
の
宗
教
政
策

、

宗
教
と
世
俗
化

が
挙
げ
ら
れ

た
。打

ち
合
わ
せ
を
受
け
て
、
研
究
班
に
お
い
て
テ
ー
マ
の
決
定
を
し
た
。

E
P
H
E

側
が
提
示
し
た
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
発
表
者
が
自
由

に
選
択
し
て
テ
ー
マ
を
決
定
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
基
本
的
に
大
谷
大

学
側
の
発
表
は
、
日
本
社
会
（
特
に
現
代
社
会
）
に
お
け
る
宗
教
と
い

う
共
通
テ
ー
マ
を
含
む
こ
と
と
し
た
。

中
国
班
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一
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵

東
本
願
寺
旧
蔵
資
料

海
外
布
教
関
係

部
分
の
資
料
一
覧
作
成

二
〇
〇
五
年
度
に
開
始
し
た
中
国
東
北
・
東
部
モ
ン
ゴ
ル
地
域
関
連

資
料
の
一
覧
作
成
作
業
を
今
年
度
も
継
続
し
、
中
国
華
北
関
連
の
綴
資

料
（
仮
番
号
一
九
〜
二
五
）
の
目
録
作
成
作
業
を
完
了
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
と
関
連
し
て
、
左
記
の
通
り
の
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。

二
〇
〇
七
年
七
月
二
四
日
（
火
）

満
洲
引
揚
げ
日
本
人
布
教
者
た
ち
の
六
十
年
前
の
声

木
場
明

志
・
本
学
教
授

吉
林
省
志

に
記
述
さ
れ
る
満
洲
国
治
下
の
仏
教
に
つ
い
て

桂

華
淳
祥
・
研
究
員

満
洲
国
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
開
教
活
動
の
足
跡

書
簡
に
み

る
開
教
地
情
報
の
伝
達

山
本
琢
・
研
究
補
助
員

二
〇
世
紀
前
半
期
、
東
本
願
寺
の
中
国
華
北
地
域
に
お
け
る
活
動

に
つ
い
て

昭
和
一
七
年
ま
で
の
布
教
所
設
置
地
区
の
確
認

大
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

福
島

重

二
、
中
国
東
北
師
範
大
学
と
の
共
同
研
究

中
国
華
北
・
東
北
・
東
部

モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
宗
教
と
文
化

の
推
進

二
〇
〇
七
年
八
月
二
五
日
（
土
）
〜
八
月
三
一
日
（
金
）、
桂
華
・
松

川
の
研
究
員
二
名
は
中
国
の
東
部
モ
ン
ゴ
ル
地
域
（
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
正
藍
旗
・
多
倫
縣
、
赤
峰
市
翁
牛
特
旗
、
遼
寧
省
阜

新
蒙
古
族
自
治
縣
、
朝
陽
市
、
河
北
省
承
徳
市
）
及
び
北
京
市
に
お
い

て
、
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
・
華
北
仏
教
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
た
。

二
〇
〇
七
年
一
一
月
九
日
（
金
）
〜
一
一
月
一
二
日
（
月
）、
桂
華
・

松
川
の
研
究
員
二
名
と
木
場
明
志
本
学
教
授
は
中
国
東
北
師
範
大
学

（
長
春
）
を
訪
問
。
副
学
長
の
張
紹

教
授
と
面
談
し
、
共
同
研
究
の

成
果
と
し
て
、
木
場
明
志
・
程
舒
偉
（
編
著
）

日
中
両
国
の
視
点
か
ら

語
る
植
民
地
期
満
洲
の
宗
教

が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
さ

ら
に
、
双
方
の
研
究
員
に
よ
る
研
究
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
最
近
の
研

究
状
況
を
報
告
し
あ
い
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ

た
。二

〇
〇
八
年
三
月
一
六
日
〜
二
二
日
、
程
舒
偉
東
北
師
範
大
学
教
授
、

智
利
疆
東
北
師
範
大
学
講
師
を
招
聘
し
、
桂
華
研
究
員
、
木
場
本
学
教

授
、
浅
見
直
一
郎
本
学
准
教
授
、
松
川
主
事
と
と
も
に
本
学
に
て
研
究

活
動
を
行
い
、
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。

三
月
一
九
日
（
水
）

民
国
時
期
華
北
地
方
の
宗
教
の
東
北
地
方
に
お
け
る
伝
播

東
北

師
範
大
学
歴
史
系

程

舒
偉

教
授

偽
満
洲
国
時
期
に
お
け
る

国
家
祭
祀

の
日
本
化

東
北
師
範

大
学
歴
史
系

智

利
疆

講
師

通
訳：

李
青
・
本
学
准
教
授

二
〇
〇
八
年
三
月
二
七
日
（
木
）
〜
三
一
日
（
日
）、
桂
華
研
究
員
、

松
川
主
事
は
中
国
の
華
北
地
域
（
山
西
省
太
原
市
内
・
太
原
市
北
郊
・

交
城
県
・
晋
中
市
）
に
お
い
て
、
華
北
仏
教
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施

し
た
。
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西
蔵
文
献
研
究

一
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

Ａ

北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
研
究

北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
研
究
と
し
て
、

対
象
と
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
世
親
造

縁
起
経
釈
（rT

en cin
g
’brel

 
par

’byu
n
g
 
ba
 
d
an
g
 
po
 
d
an
g
 
rn
am

 
par

 
d
bye

 
ba,

P
ratıtyasam

u
tpad

avyakh
ya

）
（P

ek
.
5496

）
で
あ
る
。
本
テ
キ
ス

ト
は
、
世
親
の
縁
起
観
を
表
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
思
想
的

変
遷
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
度
は
、

北
京
版
に
も
と
づ
き
テ
キ
ス
ト
を
入
力
し
、
デ
ル
ゲ
版
と
の
校
合
を
お

こ
な
っ
た
。

Ｂ

蔵
外
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
研
究

こ
の
研
究
で
は
、
本
学
図
書
館
、
本
研
究
班
所
蔵
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文

献
の
公
開
を
目
的
と
し
た
電
子
テ
キ
ス
ト
化
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
度
は
、
本
研
究
班
所
蔵
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
う
ち
、
ツ

ァ
ン
ニ
ョ
ン
・
ヘ
ー
ル
カ
（g

T
sa
n
g sm

y
o
n h

e ru
 
k
a
 
R
u
s p

a
’i

 
rg
y
a
n ca

n
,
1452

1507

）

マ
ル
パ
伝
（sG

ra bsgyu
r m

ar pa lo
 

tsa’i rn
am
 
par th

ar pa m
th
on
g ba d

on yod

）

お
よ
び
ラ
・
イ

ェ
シ
ェ
ー
・
セ
ン
ゲ
（R

w
a Y

e sh
es sen

g
g
e

）

呪
力
自
在
者
・
尊

者
ラ
翻
訳
師
伝
・
広
播
妙
鼓
音
（m

T
h
u
 
stobs

 
d
ban

g
 
ph
yu
g
 
rje

 
btsu

n
 
rw
a lo tsa w

a’i rn
am
 
par th

ar pa ku
n
 
kh
yab sn

yan
 

pa’i rn
ga sgra

）
の
電
子
化
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
をW

eb

上
で
公
開

し
た
。
ま
た
、
す
で
に
公
開
済
み
の

ミ
ラ
レ
ー
パ
伝

に
つ
い
て
、

再
度
原
本
と
の
厳
密
な
校
正
を
お
こ
な
い
、
校
正
済
み
の
デ
ー
タ
を
公

開
し
た
。

二
、
Ｔ
Ｌ
Ｋ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ

A
p
p
le W

o
rld
w
id
e D

ev
elo
p
ers C

o
n
feren

ce 07

参
加
の
た
め
、

六
月
九
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
野
村
正
次
郎
嘱
託
研
究
員
を
ア
メ
リ
カ
・

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
派
遣
し
た
。
氏
は
、
開
発
作
業
に
不
可
欠
な
情

報
の
収
集
やA

p
p
le

社
の
開
発
担
当
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
等
に
あ
た

る
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ブ
・
ハ
ー
ト
ウ
エ
ル
嘱
託
研
究
員
と
の
開
発
作

業
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
う
し
て
完
成
さ
せ
ら
れ
た

K
a
ila
sa

K
o
-

k
o
n
o
r

と
い
う
二
種
類
のU

n
ico
d
e

対
応
フ
ォ
ン
ト
お
よ
び
チ
ベ
ッ

ト
語
対
応
キ
ー
ボ
ー
ド
配
列
を
含
む
チ
ベ
ッ
ト
語
シ
ス
テ
ム
は
、

A
p
p
le

社
に
正
式
採
用
さ
れ
、
一
〇
月
二
六
日
に
世
界
同
時
発
売
さ
れ

たA
p
p
le

社
の
新O

S
M
a
c O

S X
 
10.5 L

eo
p
a
rd

に
搭
載
さ
れ

た
。
詳
細
は

研
究
所
報

第
五
二
号
（
二
〇
頁
〜
二
一
頁
）
掲
載
の

研
究
開
発
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
、
公
開
研
究
会
の
開
催

一
二
月
一
一
日
（
火
）
に
は
、
イ
ン
ド
・
サ
ル
ナ
ー
ト
に
あ
る
チ
ベ

ッ
ト
学
中
央
高
等
研
究
所
（C

en
tra
l In

stitu
te o

f H
ig
h
er T

ib
eta

n
 

S
tu
d
ies

）
の
研
究
員
ジ
ャ
ム
パ
・
サ
ム
テ
ン
博
士
（D

r.
Ja
m
p
a

 
S
a
m
ten

）
を
招
き

イ
ン
ド
文
献
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
そ
の
特
徴

（rG
y
a g

a
r g
y
i rtso

m
 
g
zh
u
n
g b

o
d sk

a
d d

u b
sg
y
u
r b
a d

a
n
g

 
d
e’i k

h
y
a
d
 
ch
o
s

）

と
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
二
月
一
二
日
（
火
）
に

は
、
ロ
シ
ア
国
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
国
立
大
学（S

t.P
etersb

u
rg

 
S
ta
te
 
U
n
iv
ersity

）
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー
教
授

（P
ro
f.V

la
d
im
ir U

sp
en
sk
iy

）
を
招
き
、

ロ
シ
ア
所
蔵
北
京
版
西
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蔵
大
蔵
経
に
つ
い
て
（U

d
a
y
a
n
a
 
B
u
d
d
h
a
 
sta
tu
e:

its
 
fa
te
 
in

 
R
u
ssia

）

と
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
三
月
六
日
（
木
）
に
は
香
港
大
学
仏

教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（T

h
e C

en
ter o

f B
u
d
d
h
ist S

tu
d
ies o

f H
o
n
g

 
K
o
n
g U

n
iv
ersity

）
の
客
員
教
授
Ａ
・
Ａ
・
テ
レ
ン
チ
ョ
フ
博
士
（D

r.

A
n
d
rey A

n
a
to
ly
ev
ich T

eren
ty
ev

）
を
招
き
、

ロ
シ
ア
・
ブ
リ
ヤ

ー
ト
に
現
存
す
る
栴
檀
釈
迦
立
像
に
つ
い
て

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
そ

れ
ぞ
れ
公
開
研
究
会
を
お
こ
な
っ
た
。

四
、
国
際
学
会
へ
の
参
加

二
〇
〇
七
年
七
月
一
七
日
か
ら
七
月
二
〇
日
ま
で
の
日
程
で
、
ド
イ

ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
に
て
、1st

 
In
tern

a
tio
n
a
l
 
C
o
n
g
ress

 
o
n

 
B
u
d
d
h
ist W

o
m
en
’s R

o
le in th

e S
a
n
g
h
a
:
B
h
ik
sh
u
n
i V

in
a
y
a

 
a
n
d O

rd
in
a
tio
n L

in
ea
g
es

（
第
一
回
僧
伽
に
お
け
る
仏
教
徒
女
性
の

地
位
に
関
す
る
国
際
会
議：

比
丘
尼
律
と
受
戒
の
系
譜
）
が
開
催
さ
れ

た
。
ダ
シ
ュ
・
シ
ョ
バ
・
ラ
ニ
嘱
託
研
究
員
は
こ
の
会
議
に
参
加
し
、

“M
isin

terp
reta

tio
n
s o

f th
e B

u
d
d
h
ist T

ex
ts a

n
d th

e P
ro
b
-

lem
 
o
f O

rd
in
a
tio
n o

f W
o
m
en
”

（
仏
典
の
誤
解
と
女
性
の
受
戒
に

つ
い
て
の
問
題
）
と
題
す
る
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
詳
細
は

研
究
所

報

第
一
五
号
（
一
七
頁
〜
一
八
頁
）
所
載
の
海
外
学
会
参
加
報
告
を

参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
会
議
終
了
後
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
南

ア
ジ
ア
研
究
所
（S

o
u
th A

sia In
stitu

te,
U
n
iv
ersity o

f H
eid
el-

b
erg

）
を
訪
問
し
、
同
研
究
所
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

オ
リ
ッ
サ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（O

rissa P
ro
ject

）

に
従
事
す
る
研
究
者
と
の
交
流

を
は
か
り
、
と
り
わ
け
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
カ
タ
ロ
グ
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
貝
葉
写
本
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
た
。

五
、
パ
ー
リ
語
文
献
研
究

旧
パ
ー
リ
語
文
献
研
究
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
東
南
ア
ジ
ア
撰
述
パ
ー

リ
語
貝
葉
写
本
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
整
理
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、

大
谷
大
学
所
蔵
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
に
関
す
る
国
内
外
か
ら
の
数
多
く

の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
四
日
、

大
谷
大
学
所
蔵
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
に
関
す
るM

a
h
a
ch
u
la
lo
n
g
-

k
o
rn
ra
ja
v
id
y
a
la
y
a U

n
iv
ersity

と
の
共
同
研
究
に
関
す
る
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
二
月
二
五
日
に
は
、
清
水
洋
平

嘱
託
研
究
員
が
三
重
県
菰
野
に
あ
るP

a
ra
m
ita
 
M
u
seu

m

に
て
当

該
文
献
の
紹
介
を
お
こ
な
っ
た
。

六
、
オ
リ
ッ
サ
州
立
博
物
館
所
蔵
貝
葉
文
献
の
研
究

九
月
に
、
小
谷
信
千
代
研
究
員
と
ダ
シ
ュ
・
シ
ョ
バ
・
ラ
ニ
嘱
託
研

究
員
の
二
名
が
イ
ン
ド
東
部
オ
リ
ッ
サ
州
に
出
張
し
た
。
当
初
は
オ
リ

ッ
サ
州
立
博
物
館
と
の
共
同
研
究
契
約
締
結
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
条

件
が
折
り
合
わ
ず
、
同
州
に
あ
るS

A
R
A
S
V
A
T
I

貝
葉
写
本
研
究
所

と
の
間
で
、
同
研
究
所
所
蔵
の
約
八
〇
〇
〇
本
に
も
お
よ
ぶ
貝
葉
写
本

研
究
に
関
す
る
共
同
研
究
の
契
約
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
契
約
に
も
と
づ

き
、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
〇
日（
日
）〜
二
〇
〇
八
年
二
月
二
〇
日（
水
）

ま
で
の
間
、
当
該
写
本
に
対
す
るd

escrip
tiv
e

カ
タ
ロ
グ
作
成
の
た

め
、
ダ
シ
ュ
・
シ
ョ
バ
・
ラ
ニ
嘱
託
研
究
員
が
出
張
、
調
査
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
業
務
が
円
滑
に
進
行
す
る
よ
う
、
現
地
研
究

者
あ
る
い
は
目
録
作
成
担
当
者
に
対
す
る
指
導
を
お
こ
な
っ
た
。

七
、
そ
の
他

寺
本
婉
雅
関
係
資
料
の
調
査
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北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
を
は
じ
め
と
す
る
本
学
図
書
館
所
蔵
の
チ

ベ
ッ
ト
語
文
献
を
将
来
し
た
（
と
さ
れ
て
い
る
）
寺
本
婉
雅
氏
関
係
の

資
料
が
、
富
山
県
南
砥
市
城
端
に
あ
る
宗
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
清
水
洋
平
嘱
託
研
究
員
、
松
下
俊
英
・
太
田
蕗
子
研
究

補
助
員
お
よ
び
三
宅
伸
一
郎
研
究
員
の
四
名
が
、
二
〇
〇
七
年
八
月
八

日
（
水
）
〜
一
〇
日
（
木
）
の
日
程
で
宗
林
寺
に
出
張
、
チ
ベ
ッ
ト
語

文
献
三
四
点
、
パ
ー
リ
語
文
献
一
点
、
直
筆
資
料
六
点
の
整
理
・
調
査

を
お
こ
な
い
、
保
存
措
置
を
お
こ
な
っ
た
。

真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
研
究

真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
研
究

は
、
二
〇
一
一
年
の
宗

祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
に
向
け
て
、
真
宗
大
谷
派
と
本
学
と
の

間
で
業
務
委
託
を
締
結
し
て
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
二
〇

〇
六
年
八
月
以
来
、
真
宗
綜
合
研
究
所
に
移
管
し
た
東
本
願
寺
資
料
の

調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇

〇
九
年
度
ま
で
の
四
年
間
を
調
査
・
研
究
期
間
と
す
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
東
本
願
寺
資
料
を
中
心
に
本
廟
造
営
に
関
わ

る
諸
資
料
の
調
査
・
整
理
・
研
究
を
鋭
意
進
め
、
本
廟
の
造
営
再
建
の

歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、

真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史

（
仮
称
）
の
編
纂
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
二
〇
〇
七
年
度
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、
両
堂
再
建
を
中
心
と
す
る
真
宗
本
廟
造
営
に
関

す
る
諸
資
料
の
精
査
・
分
類
・
翻
刻
、
執
筆
用
資
料
フ
ァ
イ
ル
の
作
成

を
進
め
る
と
共
に
、
公
開
研
究
会
・
個
別
課
題
の
研
究
報
告
会
の
成
果

を
ふ
ま
え
て
、

本
願
を
受
け
継
ぐ
人
々
｜
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造

営
史
｜

の
書
名
及
び
内
容
目
次
を
確
定
し
、
各
執
筆
者
の
選
定
と
依

頼
を
行
っ
て
原
稿
執
筆
の
段
階
に
入
っ
た
。
以
下
、
昨
年
度
の
具
体
的

な
研
究
活
動
と
経
過
に
つ
い
て
、
研
究
推
進
計
画
と
し
て
掲
げ
る
Ⅰ
造

営
史
の
全
体
像
の
把
握
、
Ⅱ
資
料
調
査
、
Ⅲ
文
書
翻
刻
、
Ⅳ
国
内
資
料

調
査
、
Ⅴ

真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史

の
目
次
作
成
、
Ⅵ
研

究
会
の
各
項
目
に
基
づ
き
な
が
ら
、
順
次
に
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
。

ま
ず
Ⅰ
全
体
像
の
把
握
で
は
、
本
山
機
関
紙
に
よ
っ
て
明
治
度
造
営

進
行
過
程
史
料
を
整
理
す
る
と
共
に
、
そ
の
図
表
化
か
ら
作
事
組
織
の

あ
り
方
と
変
遷
、
担
当
部
署
に
お
け
る
事
業
内
容
の
把
握
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
江
戸
期
造
営
に
関
し
て
は
、
東
本
願
寺
資
料
か
ら
関
連
諸

資
料
の
抽
出
・
写
真
撮
影
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
再
建
ご
と
に
分
類
・

整
理
・
分
析
を
進
め
て
い
る
。

Ⅱ
資
料
調
査
に
つ
い
て
は
、
東
本
願
寺
資
料
の
内
、
財
務
部
所
管
の

両
堂
再
建
資
料
に
関
し
て
は
、
段
ボ
ー
ル
二
三
四
箱（
約
六
〇
〇
〇
点
）

中
、
一
箱
〜
二
三
箱
、
二
〇
〇
箱
〜
二
三
四
箱
（
一
部
を
除
く
）
の
調

査
が
終
了
し
、
残
る
二
四
箱
〜
一
九
九
箱
に
つ
い
て
も
、
抽
出
し
た
関

係
資
料
の
調
査
が
終
了
し
て
い
る
。
な
お
左
記
資
料
群
の
中
で
、
献
木

上
申
書

献
木
適
用
簿

に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
及
び
統
計
・

グ
ラ
フ
化
が
図
ら
れ
、
明
治
度
造
営
に
お
け
る
献
木
状
況
や
寄
進
の
動

向
が
把
握
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
諸
国
詰
合
、
世
話
方
、
示
談
方
の
人

名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
在
地
か
ら
寄
進
さ
れ
る
材

木
の
動
き
と
共
に
、
献
木
を
仲
介
し
た
人
々
や
そ
の
組
織
の
実
態
に
つ

い
て
も
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
数
多
く
伝
来
す
る
絵
図
面

類
に
つ
い
て
は
、
建
築
史
的
見
地
か
ら
の
整
理
・
分
類
も
行
わ
れ
て
お
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り
、
今
ま
で
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
再
建
造
営
の
諸
相
が
漸
次
に
解
明

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

Ⅲ
史
料
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
造
営
・
焼
失
・
再
建
の
全
般
的
な
動
向

と
、
そ
の
具
体
的
な
様
子
を
把
握
す
る
た
め
に
、
東
本
願
寺
資
料
を
は

じ
め
、
他
機
関
所
蔵
の
関
係
資
料
の
全
文
翻
刻
ま
た
は
関
連
記
事
の
抄

出
翻
刻
が
順
次
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
翻
刻
を
完
了
し
た
諸
資

料
の
一
部
に
つ
い
て
、
所
蔵
機
関
別
に
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

【
東
本
願
寺
所
蔵
】

天
明
・
文
政
・
明
治
御
再
建
年
月
日
調
書

御
影
堂
、
本
堂
等
建

築
に
付
日
程
覚

御
影
堂
棟
上
記

東
本
願
寺
御
堂
御
遷
座
之
記

御
再
建
日
記

（
三
〜
六
巻
）

御
影
堂
雑
録

（
五
、
一
一
号
）

公
儀
御
裁
許
書
留
書

御
寺
内

境
土
居
之
一
件

拝
領
材
木
等
一
件

【
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
】

再
建
に
つ
き
御
使
僧
演
説
の
大
意

天
明
八
申
年
御
類
焼
後
御
前

通
惣
御
門
両
脇
石
垣
一
件

東
本
願
寺
焼
失
ニ
付
心
得
之
事

本
山
回
録
塗
聴
記

東
本
願

寺
御
堂
御
再
建
御
書
写

万
延
元
年
仮
御
堂
御
遷
座

供
養

天
明
元
治
御
類
焼
之
記

【
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
】

東
本
願
寺
炎
上
記

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

【
新
潟
木
揚
場
所
蔵
】

百
事
日
誌

（
第
四
〜
六
）

【
城
端
別
院
善
徳
寺
所
蔵
】

御
再
建
見
聞
私
記

こ
の
他
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
大
谷
派
本
願
寺

文
書
・
妙
安
寺
文
書
・
本
願
寺
文
書
の
影
写
資
料
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
関
連
す
る
箇
所
の
翻
刻
を
終
了
し
て
い
る
。

Ⅳ
国
内
資
料
調
査
で
は
、
五
月
三
日
に
富
山
県
南

市
に
お
い
て
真

宗
大
谷
派
城
端
別
院
善
徳
寺
の
再
建
関
係
史
料
調
査
、
翌
四
日
に
は
、

同
福
光
・
刀
利
地
区
に
お
け
る
献
木
史
料
と
聞
き
取
り
調
査
、
お
よ
び

高
岡
市
伏
木
の
真
宗
大
谷
派
法
輪
寺
に
お
け
る
献
木
用
材
記
録
の
調
査

を
実
施
し
た（
詳
細
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
七
年
度
第
一
回
真
宗
本
廟

（
東
本
願
寺
）
造
営
史
に
関
わ
る
史
料
調
査
並
び
に
聞
き
取
り
調
査
報

告

研
究
所
報

第
五
一
号
を
参
照
）。
ま
た
八
月
九
日
〜
一
〇
日
に

は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
東
京
都
立

中
央
図
書
館
木
子
文
庫
に
お
い
て
、
再
建
造
営
に
関
わ
る
諸
資
料
の
閲

覧
と
調
査
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
国
内
資
料
調
査
は
、
本
山
か
ら
移
管

し
た
東
本
願
寺
資
料
の
補
助
調
査
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
地
域

の
末
寺
・
門
徒
の
助
力
と
信
仰
の
様
相
を
窺
い
知
る
た
め
の
資
料
の
発

掘
調
査
で
あ
り
、
国
内
資
料
調
査
を
通
じ
て
、
造
営
史
全
容
の
さ
ら
な

る
理
解
に
努
め
て
い
る
。

Ⅴ

真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史

（
仮
称
）
の
目
次
作
成
に
つ

い
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
研
究
推
進
計
画
の
各
項
目
が
有
機
的
に
結
合
す
る
中
で
見
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極
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
昨
年
度
来
の
調
査
・
研
究
を

ふ
ま
え
、
一
二
月
一
一
日
の
第
七
回
全
体
会
議
に
お
い
て
、
刊
行
物
の

書
名
を

本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
｜
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営

史
｜

（
本
編
・
資
料
編
）
と
確
定
し
、
現
時
点
に
お
け
る
細
目
目
次
を

決
定
し
、
合
わ
せ
て
執
筆
者
を
選
定
し
た
。
但
し
、
目
次
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
資
料
の
解
読
や
分
析
、
執
筆
状
況
の
中
で
、
種
々
の
変
更
が

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
書
名
の
確
定
と
目
次
の
決
定
、
執
筆
者
の
選
定
を

受
け
て
、
二
〇
〇
八
年
二
月
一
五
日
の
第
八
回
全
体
会
議
に
お
い
て
編

集
委
員
会
を
発
足
し
、
同
月
二
九
日
に
各
執
筆
者
に
執
筆
依
頼
状
を
送

付
し
た
。

Ⅵ
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
公
開
研
究
会
と
個
別
課
題
の
報
告
会
を
定

期
的
に
実
施
し
て
き
た
。
公
開
研
究
会
は
、
嘱
託
研
究
員
を
中
心
に
四

回
開
催
し
た
が
、
多
数
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
五
回
目：

山
岸
常
人
氏
（
講
題

建
築
指
図
史
料
へ
の
視
点

）

第
六
回
目：

川
端
泰
幸
氏
（
講
題

東
本
願
寺
再
建
の
根
拠
｜
東
西

分
派
伝
記
・
宗
主
消
息
を
読
み
直
す
｜

）

第
七
回
目：

登
谷
伸
宏
氏
（
講
題

仮
両
堂
の
建
築
に
つ
い
て

）

第
八
回
目：

江
上
琢
成
氏
（
講
題

明
治
造
営
開
始
期
の
精
神
史

）

ま
た
個
別
課
題
の
報
告
会
で
は
、
再
建
造
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
、

順
次
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
刊
行
物
の
全
体
構
成
・
章
立
て
・

目
次
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

四

研
究
所
報

の
刊
行

第
五
〇
号
（
五
月
一
日
発
行
）

リ
サ
ー
チ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

宮
下
晴
輝

二
○
○
七
年
度

指
定
研
究

研
究
組
織
一
覧

二
○
○
七
年
度

指
定
研
究

研
究
目
的
紹
介

二
○
○
七
年
度

一
般
研
究

選

結
果
発
表

二
○
○
七
年
度

一
般
研
究

研
究
目
的
紹
介

学
会
参
加
報
告

海
外
研
究
調
査
出
張
報
告

特
別
研
究
員
研
究
成
果
報
告

彙
報

第
五
一
号
（
一
○
月
一
日
発
行
）

学
術
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
真
宗
総
合
研
究
所

兵
藤
一
夫

二
○
○
六
年
度

指
定
研
究

研
究
経
過
報
告

二
○
○
六
年
度

一
般
研
究

研
究
結
果
概
要

海
外
学
会
参
加
報
告

研
究
調
査
出
張
報
告

特
別
研
究
員
研
究
発
表
会

彙
報
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執
筆
者
紹
介

二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
現
在

東
舘

紹
見

本
学
准
教
授

宮

健
司

本
学
教
授

頼
富

本
宏

種
智
院
大
学
教
授

赤
尾

栄
慶

京
都
国
立
博
物
館
企
画
室
長

杉
本

理

本
学
非
常
勤
講
師

堅
田

理

本
学
非
常
勤
講
師

大
畑

博
嗣

研
究
補
助
員

曲

暁
范

東
北
師
範
大
学
教
授

劉

景
嵐

東
北
師
範
大
学
副
教
授

皇

紀
夫

本
学
教
授

門
脇

健

本
学
教
授

関
口

敏
美

本
学
准
教
授

山
内

清
郎

本
学
講
師

大
野

僚

本
学
任
期
制
助
教

小
谷
信
千
代

本
学
教
授

秋
本

勝

京
都
女
子
大
学
教
授

福
田

琢

同
朋
大
学
准
教
授

本
庄

良
文

佛
教
大
学
非
常
勤
講
師

松
田

和
信

佛
教
大
学
教
授

箕
浦

暁
雄

本
学
講
師

番
場

寛

本
学
教
授
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